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初代会長に加藤氏が就任

『研修』『情報交換』『親睦』が主事業

岐阜県プラスチック工業組合は、 1月26日、岐阜市内にある岐阜グランドホテルでエ

業組合青年部の設立総会を開いた。この青年部設立構想は、 2年前に開いた第 1回製品開

発スクール開催のとき参加者から意見が出て、いらい設立準備を進めてきたもので、こん

こ＂罰升修』 『情報交換』 『親睦』の8本柱に事業を展開していく。青年部メンバーは 14 

人で、初代会長には加藤法康氏、副会長には服部昭元、武藤幸平の両氏が選ばれた。

工組背負う若き
リーダーで組織

組合青年部の設立総会は

県工業技術センター、中央

会らの関係者を来賓に招苔

青年錦メンバーとエ組役員

が参加して開いた。

まず『エ組を背負う若き

リーダーを中心に組織し、

組合の健全な発展を図ると

共に、企業の合理化、近代

化および高度化を推進する エ組の青年部設立総会。あいさつするのは会長に選ばれた加藤氏

ため、会員の研修と相互の親睦を強める』とす 委員＝高垣豊彦（八幡化成株式会社）

る青年部規約や①各種研修会の開催⑨粗合の運

営や企業経営に資する情報交換③会員相互の親

睦ーなど事業目的を決めた。

このあと役員の選考に入り、

会 長＝加藤法康（日本工芸株式会社）

副会長＝服部昭元（有限会社服部樹脂）

I/ ＝武藤幸平（株•武藤化成工業所）

委員＝北岡寛（大永工業）

I/ ＝篠田 哲（岐阜技研ポリマー・株）

監査委員＝斎藤豊（株•斎藤プラスチック工菊所）

II ＝佐藤勇雄（岐東化成株式会社）

の各氏を決めた。

『若い英知を』大松理事長が激励

このあと会長に選ばれた加藤法康氏は『厳し

い経済環境に対応するための研究と交流を深め

る場としたい。とくに最初から大きな目標や事

業をかかげて進むのではなく、親組合に存在価
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値を認めてもらえるように着実に進め、例会や

事業の開催を重ねる中で新方向を見出していき

たい』と語った。

また、青年部発足に当って大松理事長は『岐

阜県のプラスチック業界がさらに発展して行く

ためには、経営を受け継いだ二世や企業の若手

幹部を中心とした人材養成が急務といえる。し

かも、押し寄せる技術革新時代を乗り切るには

若い人たちが英知を結集して進んでもらわない

と、業界や企業の発展はありえない』と、活動

を激励した。

まず、地場産業振興事業への協力

初年度の事業は期間が少ないため具体的な事

業実施ができないので、親組合が現在実施中の

地場産業総合振興事業に参加協力することにし

た。研修事業としては年度内に品質向上研修を

テーマに松下精工春日井工場の見学、岐阜市金

属青年協議会との異業種懇談会を開催計画して

いる。

なお、岐阜県下の組合には現在62組合青年

部が設立され、これを一本化して岐阜県中小企

業青年中央会を組織している。プラスチックエ

組の青年部もこのほど県下62番目の登録を行

い、青年中央会に加入した。

ポリエチレン 塩化ビニル樹脂

3カ年で労務改善事業
集団育成指導事業の指定準備

当工業組合は、国と県が実施する『中小企業

集団育成事業』の指定を受け、労務改善事業を

行う。このほど工組から指定申請を提出、国、

県の58年度予算案に計上してもらったもので、

予算が決定すれば、補助金を得て 3カ年事業と

して雇用環境の整備、福祉活動の充実、労働保

険・社会保険等の加入促進、雇用管理の向上、

業務労災の防止など、総合的な労務改善事業と

取り組むことになる。

プラスチック業界の総合的な労務改善をテー

マとした中小企業集団育成事業は、国、県の補

助金80万円、エ組の自己資金88万円、合計

1 6 8万円を事業費に実施するもの。

具体的な改善事業の内容は正式な事業指定を

受けて決めることになるが、集団ごとに指導員

を設け、労働講座や労働・社会社会保険講習会

の開催、ボウリング大会などリクリェーション

活動の実施、労務管理実態調査、集団指導員の

指導研修会など労務改善の定着指導や雇用福祉

の充実を図っていく。このほか会報などを通じ

て労務管理、労働安全衛生、労使関係法、 QC

サークル活動などの資料も提供していく。

熱可塑性エラストマー

スミカセンR スミリットR 住友JPE
エチレン酢酸ビニル共重合樹脂 メタアクリルシート 合成ゴムSBR

エバテートR スミペックスR 住友RSBR
ポリプロピレン メタアクヘリル゚ 樹＂脂

合成ゴムEPR

住友ノーブレン⑭ スミ ックス-BR エスプレンR
ポリスチレン樹脂 高密度ポリエチレン

エチレン酢酸ビニル
塩化ビニル共重合樹脂

エスプライト スミカセンハード スミグラフトR

． 住友化学工業株式会社名古屋支店 〒460名古屋市中区錦l丁目11番l8号（興銀ビル）
電話 <052〉201-7571
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塁翡悶t連続的にセミナーを開催
当工業組合は岐阜市金属振興協同組合ととも

に、県の昭和57年度地場産業総合振興事業と

取り組んでいるが、年度末を迎えて事業の総仕

上げとなるセミナーを相次ぎ開催した。セミナ

ーは「経営技術革新セミナー』として2月から

8月にかけて8回連続開催したもので、いずれ

も熱心な参加者があった。

その第1回は 2月2日が『省力化による生産

性の向上』で、講師は品質管理で定評のある澤

田善次郎氏。第2回は 2月25日の『生産工程

におけるロボットの役割』で、講師は安川商事

営業部次長川見清氏。

2月2日に開いた品質管理セミナー

第3回は8月8日の『品質管理と検査基準一成

形品の品質を高めるには』で、講師は工業技術

院の矢野宏工学博士。 8セミナーとも会場は岐

阜産業会館で、有意義な技術講習会となった。

2月25日に開いたロポット導入セミナー

5月5日に開いた計測管理セミナー

饂“'ポ・..1プロ
籠山OPフィ／しム
ポリプロヒレンニ軸延伸フィルム

⑱徳山曹逹株式會社
名古屋営業所

名古屋市中村区名駅四丁目 27番23号（新名古屋ピル東館 5階）
電話 (052) 581-1581的
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昇昇平昇髯髯悉詞昇昇昇式昇昇謬昇式昇昇謬＃デザインコーナーぢ忍け乳平髯

イロンネットでフタをし、 1日に2~8回水で

デザインのすすめ I すすぐだけ。あとは水をきる工夫をし薄暗い所
岐阜県プラスチックデザイン協会 I で管理すれば、 2~5日で食べころという。

もう 1つは、香味野菜作りである。

家庭菜園ブーム 日本料理に、シソやミツバ、サンショウ、西

食卓に花をかざり、盆栽を趣味とする人々が 洋料理には、ミント、ディル、オレガノ、バジ

増大する傾向にあると言れている。 リコ、ローズマリーなどである。

こうした傾向の 1つなのか、小さな庭に畑を これらの収獲は 1度に2~3枚の葉を収獲す

つくり野菜を栽培する人、アパート・マンショ るだけなので、 「食べられる室内グリーン」と

ンのベランダまで土を連び、さらにキッチンに して、ゴムの木などとは違ったインテリアとし

まで鉢植えを持ち込み野菜を栽培している人さ て長く楽しむことができる。

えもいる。 このほか、カロリーゼロでしかも砂糖の300

この野菜栽培について少し調査をしてみると 倍という強い甘みを持つキク科のステビアとい

この世界は以外に興味深く、プラスチック日用 う植物の栽培から、レタス、サラダ菜、クレソ

雑貨製品のこれらに関する商品開発も一考の余 ン、セリ、ラディショといったものまで室内に

地があるようである。 持込み栽培している。

その一つにモヤシ作りがある。 このような動きに、どの様な製品を開発して

これは欧米でも大流行のようであるが、日本 いくはこれからであるが、すべて家庭の主婦が

でも家庭の主婦によって「モヤシの本」が、す 台所仕事の片手間にできることであり、意外に

でに書かれているほどである。 商品化の可能性も大きいようである。

グリンピース、アルファルファ、小豆、マス 又、これらの野菜を実際につくりながら、そ

タード、マッペ、コーン、ヒマワリなどモヤシ れに適した容器を開発するのも楽しいことであ

を作ることの出来る豆や種は何10種類とあり、 る。

それぞれ味や香りが違うという。作り方も簡単

で、ひと晩水に浸けた豆か種を容器に入れ、ナ （岐阜県工業技術センター 工業デザイン）

の石油化
◎取扱品目 中低圧ポリエチレン

ポリスチレン ポリプロピレン

高圧ポリエチレン カルプR

ポリカーボネート

出光□9虜化学織式舎社
東京都千代田区丸の内3-1-1（国際ピル）〒100 ff 03-213-3111 

名古屋営業所名古屋市中区錦 l-17-13（名興ピル）〒460a訳iか231-8611
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細出翡ば出巴出店匹ぷ翡は組合員の工場訪問悉謬昇屈均髯

将米に備えて異業種との交流

日本工芸株式会社］

加藤法康専務

今回の工場訪問は、

このほど工業組合青年

部の会長に選ばれた加

藤法康さんの工場・日

本工芸株式会社（加藤

二郎社長、資本金75 

0万円、従業員7人）

を訪ねた。工場は関市

から坂祝に至る県道沿

いを入った町並み、関市曙町16番地にある。

工場は真新しい。そのはず、昨年の 11月に、

木造から鉄骨造りの近代工場へ改築したばかり。

加藤さんはこの会社の二世経営者で専務。社

内の生産計画から外部の下請加工の面倒まで、

会社のいっさいを切り回し、もう後継者として

の資格は十分。それでも『この厳しい経済環境

にもかかわらず無難に経営できるのは、基盤を

つくってくれた父のおかげだと感謝している』

と話す。

刃物産地の発展と共に伸びる

同社の創業は、戦後まもない昭和22年。当

初は関市春日町にあった自宅を工場に改造、コ

ンプレッションを入れて刃物のハンドルやスイ

ッチのカバーを成形した。刃物のハンドルとい

っても、このころの関産地は木柄が主流なので

仕事がなく、苦労したという。しかし、関産地

の発展と共に軌道に乗り、さらにインジェクシ

ョンの登場で、刃物産業にプラスチック製のハ

ンドル成形は欠かせないものとなった。

昭和45年にインジェクションヘ全面転換し、

新しい工場内（写真）には8オンスから 80オ

ンスまでの5台が並ぶ。このほか5軒の専属外

注加工屋に 19台（うち貸し付け機が12台）

もインジェクションがあるというから驚かされ

た。製品は関産地との取引が 6割を占め、その

大部分が輸出用のハサミハンドル。残る 4割は

名古屋の家具メーカーからのテーブル、イスな

どの成形部品である。

有名無実にしたくない青年部

加藤さんは「これだけコンスタントに伸びて

これたのは、親メーカーとの信頼関係があった

からで、この安定成長は当分続く』と見ている

が、将来に備え『異業種との交流を図るなど、

技術革新と取り組み、いつでも親メーカーの要

請にこたえれる体制をつくりたい』と自己啓発

も忘れていない。

そして工組の青年部会長になったことについ

ては『せっかく発足した青年部を有名無実にし

たくはない。例会や事業を重ねて行くなかで、

青年部の新しい方向付けを行い、親組合に存在

価値を認めてもらう努力をする』ときっばり語

る。（写真は日本工芸の新装なった射出成形工場）
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1 岐皐県地場産業振興特別対策事業 I

見本市開催に大きな評価
Iフェアのアンケート結果まとまる I

県地場産業対策の助成費で実施
、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．---・―“・ー・・・・--・-・・・・・-・-・・・・-・ーー・・ー・・ー・・・・・・・・・・・・・-●● ●ー―....-• -．．.. -“ーー・＿＿．．．ー・・．．．ー・・・・・・・・・・ー・．．．．．ー・一．．．ー・・．．--・・

岐阜県プラスチック工業組合は、昨年9月24日から 8日間、岐阜産業会館で ： 

『'82プラスチックフェア岐阜』を開催、県内外に岐阜県業界の底力を誇示する

など大きな成果をあげた。とくにフェア開催期間中、来訪者を対象にアンケート

を行った。その調査結果は次のとおりで、こんとの宣伝、販路の開拓や業界の振

興発展に役立てて行くことにした。こうした一連の事業開催に当たっては、地場

産業振興特別対策事業の指定を受けて、岐阜県から特別助成金を得て実施した。

・・・・-・・・・-・・・・・-・・-・・・・-・・--・-・・・・・・・・--・--・--・-・・--・・・・-・----・--・・-・--・・・・・・・・・ 

回答は
一般1,256人
企業1,037人

『'82プラスチックフェア岐阜』の会場で実

施したアンケートは「一般用」と「プラスチッ

ク関連および一般企業用」に分けて実施した。

一般用は①プラスチック展開催についての評価

②プラスチック製品についての評価ーを知るた

めで、 1, 2 5 6人の回答があった。

また、企業用は①来場

した企業関係者の職業②

展示会に対する印象と評

価③岐阜県プラスチック

業界に対する評価と取り

組む方向④工組加入の是

非と加入の意志について

ーなどの動向を知るため

で、 1,0 3 7人の企業関

係者から回答があった。

回答内容は「一般用」

と「企業用」に分け、次

載したが、企業用アンケートの中から「岐阜県

プラスチック工業組合への加入について」の設

問に焦点をあててみると。回答のあった全体の

4 5.8％が組合加入者、， 24.8％が組合加入を

検討したい、残る 29.9％が組合加入の意志は

ないーとする内容であった。

当工業組合では組合加入を検討したいと答え

て会社名の記入があった企業を訪問、組合への

加入を呼びかけ、すでに成果をあげている。

頁以降にグラフ付きで掲 プラスチックフェアの会場でアンケートを記入する来場者たち
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嘉畠腐lマスコミのPR効果大きい

「一般用」のアンケート回答者総数は1,256

人で、男性は7割近い81 5人、女性は3割を

越える 87 9人。このうち男性入場者は40歳

台の人がもっとも多く、女性は 20歳台、 80

歳台が多く、若い女性に関心をもたれた。

「このフェアを何で知ったか」の質問に対し

ては、半数以上の人が新聞と答えた。また、 4

分の 1の人が知人から聞いたと答えた。とくに

男性は新聞から情報を得た人が多く、エ組が開

催PRを新聞で行った効果が表われている。

「展示会の感想」では、来てよかった、参考

になった、とする人が全体の8割を占め、この

フェア開催を成功と評価してもよい。

「プラスチック製品の中でヒット商品と思う

もの、また、便利だと思うもの」についての回

答順位は表のとおりであるが、どれもプラスチ

ックの秀れた性質を生かしたものばかりで、生

活の身の回りがプラスチックの登場によって豊

アンケート応募者（有効回等数 l.194.)

．．男女比攀

かになり、また、便利になってきたことがうか

がえる。

製品は予想以上に役割果たす

「最近プラスチック製品に対し、腹立たしい

思いをしたことがあるか」の質問では、 「ない」

と答えた人は全体の86％にものぼった。最近

のプラスチック製品は予想以上に日常生活の中

に定着し、役割を果たしているといえる。

しかし「ある」と答えた人の理由には「熱に

弱い」 「割れ易い」 「ほこりが着き易い」 「変

色し易い」など、一般的なプラスチックの性質

を理由にあげている。プラスチック加工メーカ

ーの立場からすれば、プラスチック製品に対す

る一般的な知識や正しい取扱い方法を普及させ

る必要があろう。

展示会の感想

男 r/5名 l女 379名 I 全体
68.3 31.7 

b.年令澗

以/下9オ ;;,o代 30代 ¥0代 50代 以ヽ上0オ 男

・I| •ふ［ 21.3 I 21.0 I Isし:.女こ 二
女 8.4| 叩．I | I I I 

あなたはこのフェアを何で知りましたか

新 Ill

全体 全 体
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最近プラスチック製品に対して腹立たしい
思いをしたことがありますか
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85.9 

口る 141
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樹脂名にも時代の移り変わり

「プラスチック材料の名前をあげよ」の質問

では「ポリプロヒ゜レン」が生産量の多い「ポリ

エチレン」や「塩化ビニール」より多く書かれ

ていた。また、一般になじみ薄かった「ABS」

が上位にランクされるなど、樹脂の知名度にも

時代の移り変りを感じる。

「日用品の品質表示」については、アンケー

トに応募した男性のうち 78％が答えられなか

った。回答した人の中でも知らなかったとする

人は女性の場合より多かった。家庭用のプラス

チック製品に接する機会の多い女性は法定品質

表示を知っており、男性との差がめだった。

「プラスチック製家庭用品の購入先」につい

ては、 78％の人がスーパー、デパートで購入

し、小売店で購入する人は20％弱であった。

その「購入価格」については、過半数の人が納

プラスチック材料の名前で知っているものを
2つあけて下さい。

＼ 明二戸ミ竺 男 女 計

／．ポリプロピレン I I/ I 56 I 9 7 

2.ポリエチレン //2 !/-5 157 

3. ABS樹脂 7 9 3 I I I 0 

＃．塩化ビニール樹脂 67 ;。 ざ7

ポリスチレン
る／ 忍／ g 2 5 ・（スチロール樹脂）

る．メタクリル樹脂 5 5 之る /j / 

7.ポリアミド 3之 5 37 
（ナイロン）

ぎ．ポリカボーネート iる ＃ 30 

9.ポリアセタール / g ＃ 22 

IO.ユリア樹脂 5 仏 ， 
I I.その i也 ／り2 之7 / 6 9 

合 計 737 i # 3 9 fr 0 

得している。一方、 18％の人が不満をもって

おり、生産、販売関係者は再検討の余地がある。

よく理解されてない食品包装

近年、進出の著しい「プラスチックの食品包

装」についての意見は、回答者の4分の 1の人

が衛生的であると認め、その反面1割の人が心

配している。とくに女性は食品を扱うことが多

いだけに、男性より衛生面での意識が高いとい

える。このほかゴミのことを考えて使用をでき

るだけ減らせとする回答が16％あった。プラ

スチックの食品包装は、使用する食品に合わせ

て適切な樹脂が使われているが、一般にはよく

理解されていないことも感じられた。

日用品に「品質表示」が法律で定められてい
るのをこ存知ですか

全体

知っている

53.2 

男 I 48.3 

女

あなたはプラスチック製家庭用品を主に何処
で購入しますか

デパート小売店スーパ ーその泄

全体 34,3 19.6 43 6 

男 31 5 23 3 42 1 

女 39,3 129 46,3 

-9 -



プラスチック製品の中でヒット商品と思うもの、また、最も便利だと思うもの

順ミ柑 男性があげた商品名 女性があげた商品名

1 家庭用品・台所用品 家庭用品・台所用品

2 プラスチック食器 密封容器（弁当箱を含む）

8 プラモデル バケツ（ごみ容器を含む）

4 自動車・家電部品 プラスチック食器

5 バケツ（ごみ容器を含む） コンテナー・収納容器

6 密封容器（弁当箱を含む） おもちゃ（プラモデルを含む）

7 コンテナー 人工芝

8 食品包装容器 ポリ袋（ごみ袋を含む）

， メガネレンズ（コンタクトを含む） 衣裳箱

1 0 プラスチックギャー

最近購入されたプラスチック製品の価格は納
得のいくものだったでしょうか

納得
している

全体

男

女

最近のプラスチック製の日用品・雑貨につい
てどのように評価しておられますか

全体

男

女

簡易つけもの器

プラスチックの食品包装についてどう思いま
すか

全体

-1 0 -

男

女

項目 a :透明感があり、衛生的で丈夫である
b :衛生面で何か溶けてくるのではないかと心配だ
c ：ゴミのことを考えるとできるだけ減らすべきだ
d:ゴミのことまで考えたことがない
e :ガラス容器より仕末しやすい
f:買って帰えるのにとても便利だと思う
g：液体を入れるもの以外は紙の包装にすべきだ
h：過剰包装が多い
i:スーパーで生鮮食品のトレー販売は止めるぺきだ
j:スーパーで使用するプラスチックトレーを紙トレーにすぺきだ
k:プラスチックトレーは衛生的で扱いやすい
l ：その他



認塁閾将来発展に期待する声多い

「企業用」で回答した91％の人がプラスチ

ック関係者であった。そのうち成形加工業者が

半数を占めた。

フェアを見て「非常によかった」 「よかった」

「まあまあ」とする答えが95％と大半を占め、

「よくなかった」 「まったくだめだ」とする答

えが5％以内にとどまったことは、フェア成功

の大きな判定材料になろう。

あなたのお仕事に〇印をつけて下さい

プラスチックフェア岐阜をこ覧になって全体
としてのこ感想をお聞かせ下さい

非常に
よかった

9.:l 

全体 l 16.5 45.2 

A 
プラスチック
． 凋係の職業l 96.5 45.2 

1.成形縫 1 17.7 42.し）

2.シート坂加工 l. 29.4 41.2 

ふ，
， 磯誡，金型等
の晦毎

53.5 

4.., 売業 I 12.2 

5.その也 I 1s., 49.0 

B. ブラスチック 1
以外の臓業

16.0 44. 7 

全

展示機器についての「印象」では「ロボット」

「コンピューター」 「周辺機器」に興味が高く

最近のメカトロブームを反映している。とくに

成形業者には省エネ、省人化など合理化対策に

ついての関心がめだった。

技術水準の評価は意外に高い

「岐阜県プラスチック業界に対する技術水準

の評価」については「意外に高いレベル」 「平

均」と答えるケースが大半を占めたが、 「かな

り低い」と見る人もあり、こんご一層の技術の

向上が望まれる。

フェアの中で最も印象に残ったもの2つを選
んで〇印をお願いします。

成形鳴

偽

プラスチック
A 
・ 鴻係の畷秦

28.2 

I.成形業しーニ

2.シート板加工I 35.0 

- •金理等 I3. の戟造 33.0 

4 販売業 I 26.5 

5.その地 22.9 

8. 
ブラスチック
以外の職業

22.7 

-1 1 -



「プラスチック産業につ

いての将来」については「

まだまだ発展する」と答え

た人が大半を占め、業界関

係者の意欲がうかがえよう。

「原料樹脂の価格」につ

いては「高騰する」 「段階

的に上昇する」が70％を

越えたが、昨年9月の時点

では、最近の原油値下げの

気運が見られなかっただけ

にこの回答率となった。 「一般用」「企業用」に分けて実施したアンケート用紙

「コンピューターやロボットの普及」につい 「プラスチック産業に重要な項目」について

ては、全体の54.7％の人が急速に進む、また は「新製品の閲発」と「販路の拡大」で全体の

3 6.9％の人がゆっくりと進む、と答えており、 3 0％を占め、 「技術」や「生産」の面につい

期待と関心度は注目してよい。 ても高い関心を示した。 「品質管理」について

岐阜県のプラスチック産業のレベルは全国的 プラスチック産業の将来についてどうお考え
に見てどうでしょうか ですか

全 体 I 12 s 

A プ関ラ係スチの哉ッ萎ク l 12 6 

1 成形業 l 13 3 

2 シート板加工

3 機舷の金梨埋造等 l l l. i 

4.販売業！ 108 

5 その池

B プ以ラ外スチの裁ッ業ク I II 3 

40.5 

40.8 

39. 7 

、“
ダ
ダ

全 体

まだまだ発展する

1．改形業［

57.9 3 l. 6 

47.2 

41.9 

38.3 

37.1 

がJ~と

,o.s I ,.シート吹項l[ 

IA街兌混

うその咄

（噴ばい） | 
F降する

----＼ ---

---------
73 3 

730 

7 1 3 

,' 

！ 

706 

"9  

69 (） 

813 

-1 2 -



全

は全体で 9％にとどまっている。

プラスチック業者の
近代化意欲が高まる

「機械設備の更新や増設」については

「考慮中」と「 1年以内に購入予定」と

いうのは半数を占めたことに、設備近代

化意欲が感じられた。その反面では「情

勢を見て」とか「購入の意志はない」と

する答えもめだったが、これは近年の不

況が影響すると見てよい。

業種別にみると、約4割もの成形業、

シート板加工業者が、現在「設備の更新

ゃ増設」を考えている。これに「 1年以

内に購入の予定」や「情勢を見て購入を

考える」を加えると、成形業シート板加

工業者は、ともに約90％が更新や増設

を検討している。

今後プラスチック原料の価格はどうなるでし
ょうか

尚騰する

体 27.3 

27.4 

,.戎彩芙

ふシート坂叩 I

1. 1阪・俎翌 1 22.5 

,.その唱 I n., 

ど6 4 

今後コンピューターやロボットの普及につい
てどう思いますか

全 体

A. 
プラスチック
肖系の職業

l．成彩茎

2. シート板加工

d. 
環戚・金型等の
過i告

58.1 

4,販売業 52.3 

5.その池 58.7 

8. 
プラスチック
以外の識茎

52.8 

岐阜県プラスチック工業組合加入について

既に組合に加人しているI組合の加入を検討したい 1組合に加入の意志ばない

全 体 24.3 29.9 

46. 4 24.0 29.6 

］．成杉茎 46.4 26.6 

2. シート坂何Iエ 33.3 33.3 

1. 澄腕・金＇，』等
の迎告 25、O

4. I阪分業 23.3 

5.その i也 I 1u  

-1 3 -



機械設備の更新・増設について

璃在考慮中 暉1年`以”‘内コこにらを 情鳴勢入をを考見てえる 3. 磯戚` ・金自型等の I 27,3 l l8 2 | 45. 5 1,, 

全 体 I 4.0,6 I 12.s I 35 I 11.6 4 販売業

し ブラスチック 1 
' 鴫県の職蓬

39.4 131 36.0 | 1 1 2 5.その咆 l 35.1 

I.成形霙 I 39.2 12,6 38,8 "l 
B ブラスチック

• 以外の戯業

I 

:．シート板加工 1 40.0 lO O I 40.0 
l 
10.0 

現在のプラスチック産業において重要と思われる項目 3つを選んで下さい

全 体 I 25.7 14.91 20.0 
3 

I ll.4 I 9.0 I 7.9 I ll.6 1-15.7 
8 

Aプラスチック 1 25.6 卜．8| 19. 7 I ll.4 I 9.2 I 8.1 I ll.9 I ~I 5.5 • 関係の職業
7 

I.成形業 24.9 1 s.21 20.6 

2.シート板加工 24.2 16. l I 15.2 

3. 
磯誡・金型等の
製造

25.8 1.1 18.2 

4.販売業 27.2 1.1 18.5 

55その咄 25.1 16.3 I 20.2 

プラスチック
B. 以外の職業 26.5 15.9 

-1 4 -



事務局だより

会員と事務局を結ぶページ

□アンケートの調査結果について口
この会報 •5 2号は、昨年9月に開いたプラ

スチックフェア岐阜の会場で実施した「アンケ

ート調査」の結果を分析し、その特集号としま

した。分析結果については、紙数の都合で全部

紹介できませんでした。また、紹介した分析結

果のグラフも縮小して読みづらい点があります

があしからず。原寸グラフや分析についての詳

細について知りたい方はエ組へご連絡下さい。

□プラスチック技術研究会の総会口
さる 2月28日、岐阜県工業技術センターで

『58年度岐阜県プラスチック技術研究会』の

総会を開いて57年度の収支決算や58年度の

事業計画と予算を決めました。事業計画は研究

技術研究会の総会

会、見学会、参考資料の配布、工業技術センタ

ーとの事業共催など例年どおり実施する予定です。

口面取加工機などを一括購入斡旋口

工組では会員企業で必要な商品や機器の一括

購入やあっ旋をしております。今回は「粉砕機」

と「面取加工機」（ばり取り機）の2機種をあ

っ旋します。とくに面取加工機は、岐阜市六条

にある上野鉄工所がエ組と技術提携して新開発

したもので、ワンタッチで簡単に操作できるス

ピードばり取り機です。エ組事務局へ電話下さ

れば説明いたします。

口設備近代化、設備貸与は早目にロ

岐阜県では 56年度の設備近代化資金の申請

を受付け開始します。本申請は、設備近代化資

金は5月1日、設備貸与は4月1日からですが、

事務局へご連絡下されば、エ組の推せん書を付

けて申請手続をします。

岐阜県のプラスチック
1983 52号

昭和58年8月1日発行

発行岐阜市六条南2丁目 11番1号

（岐阜産業会館4階）

電話 (0 5 8 2) 7 2-7 1 7 3 

岐阜県プラスチック工業組合

発行責任者 大 松 幸 栄

三菱化成のエンジニアリングプラスチックス
ナイロン圏脂 ポリカーポネート樹詣

NOVAMID NOVAREXR 
I帽1●嶋-欝I●l191911躙_/,ヽミノトー l19l陽員19ll1●11199991l191ll199●I噌ll1/9ヽレックスー

PBT樹脂

NOVADUR 
|lll,'’'9l1削-馴眉-ノ 9ヽ 9ウールー

中低圧ボリエチレン

ポリエチレンNOVATE
高圧ポリエチレン

NOVATEC-L 

人巧翌竺翌翌閉
-1 5 -



ヘlニーズに適確に
ゞいこたえることで
未来の扉をひらきます

廂業や生活のあらゆる分野で、使利さや快適

さを'9:．みだしているプラスチ，）ク。このすぐ

れた特性をコントロールして、繁栄のために

よりよく活用しなければなりません＾ 1,，越ホ
リマーはプラスチ）クをi:．な素材として、各

種の製品を多角的に1}tl発、 1:．和、販んしてい
ます。一方、これらの製造や流通のプロセス

にあたっても、安令や環J点の1は全にも十分配

1穀し、時代と社会のニーズにこたえる新しし、

価仙づ・くりを進めています。

I新しい素材を価悟あるものに I

mI言租mIJマー
名古屋支店名古屋市中村区名駅4丁目 27番28号 （新名古屋ビル）

ら
で
は
の
、
離
れ
技

なン
一コ＂ノ

/
 
暉

f言譴二JIJコ—コ
信越化学／名古屋支店
名古屋市中村区名駅4-27-23（新名古屋ピル東館）

TEL(052) 581-6511（イ"t)

プラスチックの離型に最適な離型剤を

ご紹介します。

信越シリコーン離型剤。熱に強く、化

学的に不活性て｀すから、型や成形材料

を汚したり、傷めたりする心配があり

ません。不良品の発生を防ぐばかりか、

清掃などの労力が軽減てきますのて‘、

作業能率も一段と向上します。

く特長＞

●少量の塗花で可ぐれだ離型性。

●耐熱性、撥水性に可くれています。

●化学的に不活性ですので、型を侵しません。

●複雑な型にも使えます。

●吊種ガ豊冨です。

゜



NISSEI 

に一
1歩進んだ射出成形機をおととけする

曰輯羞編エ零尊式會祉

●80年代テーマ

r尉る」
高速精密汎用射出成形機 SEシリーズ
「高附加価値成形」と「省エネルギー」の両機能を兼ね

備えた80年代の射出成形機です。省電力対応型の電子コ
ントローラによって、射出・型締および油圧など各機構
をデジタル制御。とりわけ油圧機構には新機軸の油圧回

路SSEシステムにより、油圧の動力損失を最小限に抑え
て、消費電力を大幅に減少させました。省電力効果は40
~70%（製品により異なる）と極限を追求したものです。

本社・エIll•長野県坂双町 電話 (02688)2 -30 0 0（大代表）
営業所・栗京 C 03 357 -7541 （代表）大阪も (06) 693 -7881（代表）

名古屋でc52)739-0261（代表）長野 e02688) 2 -3000（代表）
出 張所・全国27ヶ所・海外サービスステーション24ケ所(21ヶ国）

岐阜出張所 岐阜市茜部4962-1（茜ピル） ft(0582) 72-5952 

⑤全-ら東芝槻械株式会社

急｝

本 社束京都中央区銀座 4 丁目 2 ~ 11 

名古屋営業所名古屋市中村区名駅4丁目 7番23号
化工機課 TEL〈052〉561-8 3 4 1 

秋元産業株式会社
本 社東京都中央区八重洲 5の 7

名古屋営業所 名古屋市中村区米屋町2（埼玉ビル9F)

TEL <052〉582-'-5 0 7 1 



？業薬El販売
合成樹脂

山 田 化 成 式株 社
取締役社長 山

水会
正田

本 社

名古屋出張所

〒101東京都千代田区内神田 2丁目 8番 4号
T E L (03) 256-7 8 6 1（代）

〒460名古屋市中区丸の内3丁目13番18号（サワニビル）
T E L (052) 961 -6 5 9 1（代）

． ． 
＠
④
 e拿含虚コ・ム樟式含社本社／東京都中央区築匹11・24TEL(03)54Hlll•名古屋支店/TEL （(152)571-1231



発兄りも明
MMA部門を中心として、時代のニーズに合った
発見と発明を・・・

ゆだ力な生；舌環境をワ）エイト～

“発見＂されたモノを H常生活に使用

てきるように研究開発することが＂発明”

て•,す。人類にとって新しく“発見＂された

エネルギー“天然ガス＂を原料に「 Mi

品質索材の総合開発」をテーマに、＂発

明＂を続ける協和ガス化学工業。メタ

クリル一貫牛産メーカーとして、常に

“より良いもの＂を求め続けています。

メタクリル樹脂・；主型板

“::;.7罵⇒り冥・R
メタクリル樹脂・押出板

コl=E~::;.x
メタクリル樹肝成形材料

“ゥ9し・”ト
協和ガス化学工業株式会社

本社 〒103東点郡中央［刈1本揉3-82新II本ほビ19 四 10312773174 
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1りIJ,K；の力巧’”

今新しい
テーフ)レウェアーの
たび だち

出発。
ノーブル（英語）とは｀‘高貴”という意味、

その名にふさわしいテーブルウェアー

として、 リスの一貫したデザインポリ

シーから生まれたメタクリル樹脂の最

高級品です。
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